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小さな子どもたちが、元気いっぱいに伝統の邦舞踊に取り組みました（文化体験道場：邦舞踊）
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③全員協議会室
議員全員で協議すべきことが発生した場合、
議長の召集により「全員協議会」が開催され
ます。

②第 1·2·3 委員会室
常任委員会（総務、市民福祉、文教都市）、
議会運営委員会、議会だより編集委員会など
を行っています。

①議　場
本会議を行う場所「議場」です。年 4 回の定
例会（3 月・6 月・9 月・12 月）と、必要に
応じて開催される臨時会があります。

　市役所4階には、議場をはじめ、議長室、委員会室、議員控室、
議会事務局などがあり、こちらで議会の運営を行っています。
　今回は、議会フロアをご紹介します。

④議会図書室
議員が調査研究に使用するための図書室があ
ります。議員が使用しないときは、市民の皆
さんも利用できます。

⑤議会事務局
議会運営にかかる事務や、議長や議員の仕事
を補佐しています。

⑥議員控室
議会中の開会前や休憩中に一時控えている部
屋で、議会活動のための資料調べや会派の意
見調整などを行っています。

傍聴席は、一般席が70席と車いす席が
あります。飲食は禁止されています。
前方は議員席です。

細い廊下を進むと傍聴席の入口があり
ます。

市役所5階に傍聴受付がありますの
で、こちらで受付をします。

所所
務
はは

　　市役市役
議会事議会事
　今回今回

議会へ
　ようこそ

傍聴へ行こう！
～どなたでも傍聴で

きます～

特 集

傍聴の手順（本会議）を説明します！
時間は、午前10時からです。
開催日については、12ページをご確認ください。

全議員が議場に集まって本会
議を行います。本会議では、
市議会の最終的な意思を決定
し、市政全般について、事実
や市長の所信を問いただす大
切な会議です。

傍
聴
席
は
、こ
こ
。
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③全員協議会室
議員全員で協議すべきことが発生した場合、
議長の召集により「全員協議会」が開催され
ます。

②第 1·2·3 委員会室
常任委員会（総務、市民福祉、文教都市）、
議会運営委員会、議会だより編集委員会など
を行っています。

①議　場
本会議を行う場所「議場」です。年 4 回の定
例会（3 月・6 月・9 月・12 月）と、必要に
応じて開催される臨時会があります。

　市役所4階には、議場をはじめ、議長室、委員会室、議員控室、
議会事務局などがあり、こちらで議会の運営を行っています。
　今回は、議会フロアをご紹介します。

④議会図書室
議員が調査研究に使用するための図書室があ
ります。議員が使用しないときは、市民の皆
さんも利用できます。

⑤議会事務局
議会運営にかかる事務や、議長や議員の仕事
を補佐しています。

⑥議員控室
議会中の開会前や休憩中に一時控えている部
屋で、議会活動のための資料調べや会派の意
見調整などを行っています。

傍聴席は、一般席が70席と車いす席が
あります。飲食は禁止されています。
前方は議員席です。

細い廊下を進むと傍聴席の入口があり
ます。

市役所5階に傍聴受付がありますの
で、こちらで受付をします。

所所
務
はは

　　市役市役
議会事議会事
　今回今回

議会へ
　ようこそ

傍聴へ行こう！
～どなたでも傍聴で

きます～

特 集

傍聴の手順（本会議）を説明します！
時間は、午前10時からです。
開催日については、12ページをご確認ください。

全議員が議場に集まって本会
議を行います。本会議では、
市議会の最終的な意思を決定
し、市政全般について、事実
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西川 和男
公 明 党

◉
吉
川
義
郎
議
員

　

路
面
の
陥
没
は
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
、
路
面
地
の
適
切
な
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
路
面
下
空

洞
探
査
車
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
路
面
下
空
洞
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

　

次
に
、
志
木
大
橋
か
ら
富
士
見
橋
間
の
柳

瀬
川
沿
い
の
土
手
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
こ

の
区
間
を
除
い
て
、
柳
瀬
川
沿
い
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
な
ど
の
歩
き
や
す
い
道
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
区
間
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
等
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
志
木
大
橋
か
ら
新
座
方
向
の
柳
瀬

川
沿
い
の
舗
装
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
か
ら

歩
き
づ
ら
い
砂
利
道
の
た
め
整
備
し
て
ほ
し

い
と
多
く
の
要
望
が
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

◎
都
市
整
備
部
長

　

路
面
下
の
空
洞
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
路
面
性
状
調
査
を
実
施

し
、
緊
急
維
持
補
修
や
計
画
的
な
舗
装
の
打

ち
替
え
を
進
め
て
い
る
。
空
洞
調
査
に
つ
い

て
は
、
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
だ

精
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
や
調
査
費
が

高
額
と
な
る
こ
と
等
か
ら
、
今
後
の
技
術
の

進
捗
や
費
用
対
効
果
等
を
見
き
わ
め
た
上
で

判
断
し
た
い
。

◎
市
長

　

堤
防
天て

ん

端ば

（
堤
防
の
上
の
部
分
）
は
基
本

的
に
河
川
施
設
の
管
理
用
道
路
と
し
て
整
備
、

管
理
さ
れ
て
お
り
、
柳
瀬
川
沿
い
の
堤
防
上

通
路
に
つ
い
て
も
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
朝

霞
県
土
整
備
事
務
所
が
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
大
き
な
石
の
撤
去
や
水
た

ま
り
の
解
消
な
ど
は
、
早
急
な
対
応
を
求
め

る
と
と
も
に
、

堤
防
天て

ん

端ば

の

整
備
に
つ
い

て
も
、
朝
霞

県
土
整
備
事

務
所
に
働
き

か
け
を
し
て

い
く
。

◉
西
川
和
男
議
員

　

先
日
の
５
月
30
日
、
宗
岡
小
学
校
の
運
動

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
大
変
な
猛
暑

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
、
児
童
の
皆
さ
ん
も
体

調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
運
動
会
が
終
え
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
日
は
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
児
童
の
応
援
席
に
は
テ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
、
水
分
補
給
の
時
間
帯
も
設
け
ら

れ
、
児
童
の
健
康
管
理
に
は
学
校
の
先
生
方

も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

　

今
や
夏
の
期
間
は
も
と
よ
り
、
夏
を
迎
え

る
前
か
ら
熱
中
症
へ
の
注
意
と
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
さ
き
の
宗
岡
小
学
校
の
運
動
会

で
も
、
強
烈
な
暑
さ
へ
の
対
策
と
し
て
、
少

し
で
も
体
温
の
上
昇
を
防
ぎ
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

を
促
す
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
が
あ
れ

ば
、
児
童
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
さ
ら
に

喜
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
効
果
に
よ
っ
て
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

抑
え
ら
れ
電
気
料
の
軽
減
効
果
が
期
待
で
き
、

小
・
中
学
生
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
こ
う

し
た
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
取
り
入
れ
る
学
校

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
へ
の

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
聞
く
。

◎
教
育
政
策
部
長　

学
校
で
は
体
育
の
授
業

は
も
と
よ
り
、
運
動
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と

い
っ
た
学
校
行
事
や
、
休
み
時
間
の
校
庭
で

の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
屋
外
で
の
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
近
年
の
温
度

や
湿
度
の
急
激
な
変
化
な
ど
、
小
・
中
学
生

の
熱
中
症
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
り

続
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
の
希
望
の
有
無
や
設
置

場
所
等
を
確
認
し
た
上
で
、
簡
易
な
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
、
学
校
管
理
下
に
お
け

る
熱
中
症
の
予
防
に
努
め
て
い
く
。

教
育
関
係
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
福
祉
関
係
に
つ
い
て

●
地
域
問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
消
防
団
員
の
増
強
に
つ
い
て

●
市
役
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

●
新
選
挙
制
度
に
つ
い
て

柳瀬川沿いの舗装が整備されていない区間は、
砂利道になっています

4

一
般
質
問

一般質問

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

6
月
定
例
会
で
は
、
13
名
の
議
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

吉川 義郎
公明党



◉
有
賀
千
歳
議
員

　

近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
多
様
な
関
わ
り
方

が
促
進
さ
れ
て
お
り
、
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と
、

支
援
す
る
こ
と
、
交
流
の
場
を
求
め
る
こ
と

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
同
時
に
、
勝
利
至
上

主
義
の
考
え
方
の
是
正
や
、
選
手
の
人
格
形

成
、
教
育
面
で
の
意
義
の
大
き
さ
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
維
持
や
増
進
も
見
逃
せ
な
い
。
そ

の
年
代
や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
は
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
効
果

も
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
、
子
ど
も
の
人
口
が
特

に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
の

体
力
や
運
動
能
力
の
低
下
、
健
康
増
進
の
衰

退
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

は
、
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
見
る
ス
ポ
ー
ツ
が
と

も
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

対
し
て
、
市
の
実
態
も
鑑
み
、
ど
の
よ
う
な

政
策
を
持
っ
て
い
る
の
か
聞
く
。

◎
教
育
政
策
部
長

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
人
口
に
つ
い
て

も
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
民
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る

よ
う
、
秋
ケ
瀬
運
動
場
施
設
に
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
取
得
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
拡
大
整
備

な
ど
、
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、
気
軽
に
参
加
、
体
験
で
き

る
事
業
を
志
木
市
体
育
協
会
の
協
力
の
も
と

新
た
に
実
施

す
る
な
ど
関

係
団
体
と
連

携
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人

ま
で
ス
ポ
ー

ツ
競
技
者
人

口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

◉
天
田
い
づ
み
議
員

　

少
子
高
齢
社
会
を
考
え
る
と
、
福
祉
に
か

か
わ
る
実
働
の
人
数
は
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
。
福
祉
全
体
と
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
人
材
を
育
成

し
、
そ
し
て
配
置
を
行
い
、
組
織
も
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
職
員
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
企

画
力
が
必
要
と
考
え
る
。
先
進
的
な
自
治
体

で
は
、
企
画
力
を
有
す
る
職
員
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
様
々
な
自
治
体
と
繋
が

り
を
持
ち
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象
を

受
け
る
。
将
来
を
考
え
る
と
人
材
を
育
成
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
必
要
だ
と
考
え

る
。

　

そ
こ
で
、
志
木
市
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
く
。

◎
市
長

　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
高
齢
社

会
を
迎
え
、環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
、
行
政
の
プ
ロ
で

あ
る
と
の
自
覚
と
使
命
感
を
基
本
と
し
、
求

め
ら
れ
る
職
員
像
を
市
民
と
と
も
に
汗
を
か

き
、
み
ず
か
ら
磨
き
続
け
る
努
力
を
惜
し
ま

な
い
職
員
と
定
義
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
の

改
善
や
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
な
ど
を

考
慮
し
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
安

定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
の
職
員
採

用
を
適
正
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

本
年
度
よ
り
社
会
福
祉
士
資
格
者
の
採
用

を
計
画
的
に
行
い
、
今
後
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
見
据
え
つ
つ
、
専

門
的
か
つ
長

期
的
な
視
点

を
持
っ
た
福

祉
行
政
施
策

の
企
画
立
案

者
と
し
て
育

成
を
し
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
志
木
市
の
教
育
に
つ
い
て

●
保
育
園
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て

●
婚
活
に
つ
い
て

●
こ
ど
も
医
療
費
無
料
の
拡
大
に
つ
い
て

●
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

有賀 千歳
市政研究会
未来

天田いづみ
リベラル市民２１

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
者
人
口
の

増
加
策
に
つ
い
て

少
子
高
齢
社
会
を
支
え
る

行
政
に
つ
い
て

秋ヶ瀬運動場のテニスコート

市職員として必要な知識を幅広く学びます
（新人職員研修）
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池ノ内秀夫
市政研究会
未来

不
登
校
問
題
に
つ
い
て

◉
池
ノ
内
秀
夫
議
員

　

全
国
的
に
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
は
、
適
応
指
導
教
室
と

ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ
制
度
が
あ
り
、
教
育
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
の
状
況
分
析

を
行
い
、
学
校
に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
家
庭
訪
問
に
よ
る
登
校
支
援
を
行
う
な

ど
、
教
員
と
分
担
し
て
対
応
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
が
原
因
か
、

い
じ
め
問
題
も
関
係
し
て
い
る
の
か
。

　

家
庭
の
問
題
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
重
要

な
こ
と
は
担
任
の
先
生
に
よ
る
家
庭
訪
問
で

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
も
形
式
的
な
訪
問
で
は

な
く
、
教
え
子
と
さ
ら
に
親
し
く
な
る
機
会

を
つ
く
る
努
力
、
そ
し
て
子
ど
も
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
た
め
の
行
動
が
不
登
校
を
な
く

す
何
よ
り
も
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。

　

担
任
の
先
生
の
家
庭
訪
問
は
ど
の
よ
う
な

形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
本
市
の
実
態
と

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
聞
く
。

◎
教
育
長

　

各
学
校
で
は
、
学
級
担
任
が
主
と
な
っ
て

保
護
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
様
々
な
努
力

や
工
夫
を
行
い
、
個
々
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
と
の

関
係
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
学
級
担
任
が

交
換
ノ
ー
ト
を
続
け
て
い
る
学
校
、
毎
朝
担

任
が
電
話
連
絡
を
し
、
ほ
ぼ
毎
日
家
庭
訪
問

を
実
施
し
て
い
る
学
校
な
ど
が
あ
る
。

　

不
登
校
問
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

学
校
訪
問
を
し
、
担
任
と
の
情
報
交
換
の
中

で
児
童
・
生
徒
の
置
か
れ
て
い
る
家
庭
環
境

の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。
昨
年
度
、
学

級
担
任
と
連
携
し
て
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
不
登
校
の
解
消
に
つ
な
が
っ
た
事

例
も
あ
る
。

　

今
後
も
、
不
登
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
児

童
・
生
徒
が
安
心
し
て
充
実
し
た
学
校
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

◉
伊
地
知
伸
久
議
員

　

志
木
市
に
お
い
て
、デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

実
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
検

証
を
も
と
に
平
成
28
年
度
か
ら
本
格
実
施
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。デ
マ

ン
ド
交
通
と
は
既
存
の
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た

も
の
で
、初
期
投
資
の
費
用
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
半
面
、共
通
の
乗
降
場
で
乗
り
降
り
す

る
た
め
、ど
こ
に
で
も
行
け
る
わ
け
で
は
な

く
、ま
た
料
金
が
高
い
と
利
用
し
に
く
く
な

る
。

　

そ
こ
で
、
実
証
実
験
の
概
要
、
登
録
の
状

況
、
予
算
、
他
の
自
治
体
の
事
例
、
乗
降
場

一
覧
を
見
る
と
商
店
街
の
乗
降
場
が
見
当
た

ら
な
い
た
め
、
本
格
実
施
の
際
に
は
各
商
店

街
の
乗
降
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

◎
市
民
生
活
部
長

　

志
木
市
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
は
、
７

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
、
未
就
学
児
等

を
対
象
に
実
施
す
る
。
事
前
に
登
録
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
申
し
込
み
開
始
か
ら
３
週
間

で
お
よ
そ
１
，
２
０
０
人
の
申
請
が
あ
っ
た
。

市
内
及
び
志
木
駅
南
口
を
範
囲
と
し
、
日
曜
、

祝
休
日
、
年
末
年
始
を
除
い
た
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
間
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
事
前
予

約
に
よ
り
運
行
す
る
。

　

ま
た
、
市
内
の
公
共
施
設
や
医
療
機
関
な

ど
３
０
０
か
所
以
上
を
共
通
乗
降
場
と
し
て

設
定
し
、
商
店
会
に
あ
る
店
舗
な
ど
も
含
め

て
い
る
。
予
算
は
１
，
３
６
３
万
円
を
計
上

し
、
同
様
の
形
態
で
実
証
実
験
を
実
施
し
た

東
松
山
市
の
状

況
に
よ
り
、
十

分
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　

利
用
状
況
な

ど
を
検
証
し
た

上
で
、
本
格
実

施
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
い
て

伊地知伸久
しきの会・平成

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
市
民
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

●
商
工
業
の
後
継
者
育
成
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
育
成
に
つ
い
て

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
商
業
・
観
光
振
興
に
つ
い
て

７月１日には、志木市デマンド交通実
証実験出発式が行われました
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な
ど
が
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
離
乳
食
教
室
な
ど
月
齢
に
応

じ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出
向
く
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
訪
問
に

よ
る
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
育
児
困

難
者
に
つ
い
て
は
、
退
院
直
後
か
ら
関
係
機

関
と
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。　
　

　

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

４
月
よ
り
乳
幼
児
健
康
診
査
実
施
時
に
全
受

診
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
や
国
が
行
っ
て
い

る
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
な
ど
を
注
視
し
、
出

産
支
援
・
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
に
し
っ
か

り
と
努
め
て
い
く
。

◉
内
山
純
夫
議
員

　

志
木
市
の
ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
へ
の
考
え
を
聞
く
。

　

前
回
の
定
例
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、
多

額
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
気

持
ち
は
わ
か
る
も
の
の
費
用
の
問
題
が
あ
る

と
、
こ
の
よ
う
な
答
弁
を
い
た
だ
い
た
記
憶

が
あ
る
。

　

た
だ
、
今
回
少
し
雲
行
き
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
う
。
特
に
そ
れ
は
国
土
交
通
省

が
作
成
し
た
交
通
政
策
白
書
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
単
な
る
交
通
と
い
う

こ
と
だ
け
を
掲
げ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
が

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
国
土
交

通
省
が
講
じ
る
政
策
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ

と
を
観
点
と
し
て
述
べ
た
。
こ
こ
に
私
は
国

土
交
通
省
の
す
ば
ら
し
さ
、
踏
み
込
み
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

い
ま
一
度
、
志
木
市
で
の
ト
ラ
ム
（
路
面

電
車
）
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
の
考
え
を
聞

く
。

◎
市
民
生
活
部
長

　

ト
ラ
ム
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
市
長
が

答
弁
し
た
と
お
り
、
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
や
用
地
確
保
、
既
存
の
公
共
施
設

へ
の
影
響
な
ど
の
大
き
な
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
ま
ず
は
現
状
を
踏
ま

え
た
交
通
施
策
を
優
先
す
る
た
め
、
よ

り
実
践
的
な
市
民
の
足
の
確
保
に
向
け

て
、
志
木
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験

を
実
施
す
る
。
実
証
実
験
で
は
、
平
成
28

年
度
の
本
格
導
入
を
目
指
し
、
利
用
状
況

や
公
共
交
通
機
関
へ
の
影
響
な
ど
を
検
証

す
る
予
定
で

あ
り
、
本
市

の
現
状
に
即

し
た
交
通
施

策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く

の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
た

い
。

◉
磯
野
晶
子
議
員

　

出
産
に
よ
り
、
女
性
の
心
身
に
大
き
な
負

担
が
か
か
り
、
急
激
な
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
の
変
化
で
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
産
後

鬱う
つ

に
な
っ
た
り
と
、
出
産
直
後
１
か
月
が
最

も
大
事
な
時
期
で
、
出
産
直
後
の
サ
ポ
ー
ト

は
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
志
木
市
で
実
施
し
て
い
る
出
産

支
援
や
産
後
ケ
ア
事
業
の
取
り
組
み
、
ま
た

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
場
所
へ
行
け
な
い
親
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
国
で
も
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事

業
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、
志
木

市
で
は
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
く
。

◎
健
康
福
祉
部
長

　

出
産
支
援
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
・
出
産
の

ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
保
健
師
が
訪
問
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
妊
婦
に
つ
い
て
は
、

母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る
訪
問
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
産
後
ケ
ア
は
、
助
産
師
、
保
健
師

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

●
悪
質
電
話
被
害
防
止
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
人
口
に
つ
い
て

●
子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

●
自
転
車
レ
ー
ン
に
つ
い
て

●
押
し
ボ
タ
ン
信
号
に
つ
い
て

●
官
民
一
体
型
教
育
に
つ
い
て

ト
ラ
ム
計
画
に
つ
い
て

出
産
支
援
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

内山 純夫
しきの会・平成

より良い交通施策を検討しています

磯野 晶子
公 明 党
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高浦 康彦
日本共産党

介
護
保
険
の
費
用
負
担
に

つ
い
て

◉
永
井　

誠
議
員

　

本
年
８
月
か
ら
介
護
保
険
の
費
用
負
担
が

変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
聞
く
。

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
費
用
負
担
が
変
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
世
帯
内
に
現
役
並
み
の

所
得
が
あ
る
高
齢
者
が
い
る
場
合
の
負
担
が

ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
介
護
施

設
の
食
費
負
担
外
の
負
担
軽
減
の
基
準
の
変

更
に
つ
い
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相

部
屋(

多
床
室)

の
部
屋
代
の
負
担
の
変
更
に

つ
い
て
聞
く
。

　

ま
た
、
当
時
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
き
と

現
在
、
志
木
市
の
中
で
は
何
人
ぐ
ら
い
が
申

請
を
し
て
い
る
の
か
聞
く
。

◎
健
康
福
祉
部
長

　

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
負
担
割
合
は
、
本

人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
で

同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
の
年
金
収
入

と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
算
が
単
身

で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世
帯
で

３
４
６
万
円
以
上
の
方
の
場
合
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る
。

　

世
帯
内
に
、
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
高
齢

者
が
い
る
場
合
の
負
担
は
、
新
た
に
現
役
並

み
所
得
の
区
分
が
設
け
ら
れ
、
同
一
世
帯
に

住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
が
お
り
、
収
入
が
単
身
で

３
８
３
万
円
以
上
か
２
人
以
上
の
合
計
が

５
２
０
万
円
以
上
の
人
の
場
合
は
、
上
限
額

が
４
万
４
，
４
０
０
円
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
介
護
施
設
の
食
費
・
部
屋
代
の
負

担
軽
減
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
と
き
な
ど
の
食
費
と

居
住
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
８
月
利
用

分
か
ら
２
つ
の
認
定
要
件
が
追
加
さ
れ
、
多

床
室
に
つ
い
て
は
、
部
屋
代
全
体
を
利
用
者

の
自
己
負
担
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
、

制
度
が
発
足
し
た
平
成
12
年
は
４
９
１
人
、

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
は
２
，
１
０
７
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
制
度

改
正
の
内
容
に
つ

い
て
、
十
分
な
配

慮
の
も
と
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

◉
高
浦
康
彦
議
員

　

小
・
中
学
校
の
平
和
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
育
長
に
質
問
を
す
る
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
に
当
た
る
。
市
長
の

施
政
方
針
で
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
戦
争
の
体

験
を
次
の
世
代
の
小
・
中
学
生
等
に
引
き
継

ぎ
、
多
く
の
市
民
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
映
画
会

や
戦
時
中
の
食
事
体
験
等
に
よ
る
終
戦
70
周

年
平
和
祈
念
事
業
を
実
施
す
る
と
あ
っ
た
。

　

戦
後
70
周
年
の
節
目
に
当
た
る
今
年
、
教

育
委
員
会
と
し
て
取
り
組
む
平
和
主
義
に
つ

い
て
、
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
平

和
教
育
の
状
況
を
聞
く
。

◎
教
育
長

　

計
画
し
て
い
る
平
和
事
業
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
は
遊
学
館
で
８
月
に
、「
疎
開
し
た

40
万
冊
の
図
書
」
と
い
う
本
市
に
ま
つ
わ
る

戦
争
中
の
出
来
事
を
記
録
し
た
映
画
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
平
和
に
関
す
る
教
育
や

命
の
大
切
さ
に
関
す
る
教
育
は
、
教
育
活
動

全
般
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
領
域
の
中

で
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
小
学
６
年

生
の
社
会
や
中
学
３
年
生
の
歴
史
及
び
公
民

に
お
い
て
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
。
考
え
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校

で
は
、
平
和
の
語
り
部
を
活
用
し
、
直
に
戦

争
体
験
者
の
話
を
伺
う
な
ど
、
平
和
の
大
切

さ
と
命
の
大
切
さ
が
よ
り
一
層
実
感
で
き
る

よ
う
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
が
平
和
や
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
各
学
校

を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

平
和
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ

い
て

●
期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て

●
生
活
保
護
に
つ
い
て

●
歩
道
・
車
道
の
補
修
・
打
ち
替
え
に
つ
い
て

●
公
園
や
校
庭
の
砂
塵
対
策
及
び
ぬ
か
る
み

対
策
に
つ
い
て

永井 　誠
市政研究会
未来
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◉
水
谷
利
美
議
員

　

子
ど
も
医
療
費
の
こ
と
で
、
市
民
の
方
々

か
ら
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
母
子
家
庭
で
安
定
し
た
職
に
就
け
ず
、

税
金
の
滞
納
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
返
し
て
い
て
も
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
医
療
費
補
助
は
受
け
て
い
ま
せ

ん
。
病
院
の
窓
口
で
受
給
資
格
証
を
求
め
ら

れ
、〝
な
い
ん
で
す
〞
と
言
っ
て
も
制
度
の

説
明
を
受
け
た
り
、
子
ど
も
と
も
ど
も
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。」「
私
の
友
人

で
医
療
費
の
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
い

る
。
た
と
え
ば
離
婚
が
成
立
す
る
ま
で
別
居

し
て
い
て
、
実
質
母
子
家
庭
だ
が
、
戸
籍
上

は
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
い
た
め
、（
夫
が
）

税
の
滞
納
が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い
。
本
来

な
ら
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
こ
そ
助
成
し
て

医
療
の
補
償
を
し
て
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
社
会
で
支
え
て
ち
ゃ
ん
と
成
人
さ
せ
、

健
全
な
納
税
者
に
育
て
る
こ
と
は
、
実
は
コ

ス
ト
面
で
も
有
効
な
は
ず
。
そ
も
そ
も
（
税

の
完
納
要
件
は
）
憲
法
違
反
で
は
。
人
を
門

地
や
身
分
で
差
別
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
ご
意
見
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
こ
そ
救
う
べ
き

で
は
な
い
の
か
、
税
の
完
納
要
件
は
撤
廃
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

◎
市
長

　

本
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
が
独
自
に
行
う

子
育
て
支
援
策
で
あ
り
、
貴
重
な
税
金
を
財

源
と
し
て
実
施
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
納

税
等
の
義
務
を
受
給
の
要
件
と
し
て
い
る
。

　

決
し
て
放
置
を
し
て
い
い
な
ん
て
い
う
こ

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
救
済
を
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
一
助
が
分

割
納
付
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
志
木
市
に

相
談
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
志
木
市
は

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
負
担
と
給
付
の
公
平
性
を
基
本

と
し
、
市
税
等
の
納
付
の
働
き
か
け
と
あ
わ

せ
て
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
完
納
要
件
の
撤
廃
は
考
え
て
な
い
。

が
川
底
に
つ
い
て
し
ま
う
。
ま
た
川
越
市
か

ら
志
木
市
ま
で
は
４
つ
の
行
政
界
を
越
え
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
市
と
の
協
議
や
舟
を
下
流

か
ら
上
流
ま
で
移
動
さ
せ
る
費
用
が
か
か
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
定
期
運
行
等
に
つ
い
て
は

一
考
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

市
内
観
光
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
市
民
活

動
団
体
等
の
市
民
力
を
得
な
が
ら
、
新
河
岸

川
の
舟
運
に
よ
る
歴
史
や
江
戸
と
川
越
を

結
ぶ
交
通

の
重
要
な

地
と
し
て

栄
え
た
引

又
河
岸
場

跡
の
魅
力

を
市
内
外

に
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い

く
。

◉
鈴
木　

潔
議
員

　

水
辺
再
生
１
０
０
プ
ラ
ン
で
は
、
新
河
岸

川
の
い
ろ
は
橋
下
流
に
、
船
着
き
場
が
整
備

さ
れ
た
。
こ
れ
も
志
木
市
が
昔
、
舟
運
で
栄

え
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

　

平
成
23
年
に
、
日
本
橋
架
橋
１
０
０
周
年

記
念
で
、
川
越
市
長
な
ど
多
く
の
方
が
、
は

か
ま
姿
で
、
よ
ろ
い
を
着
た
鉄
砲
隊
が
、
川

越
市
か
ら
舟
に
乗
っ
て
下
っ
て
来
て
、
志
木

市
の
船
着
き
場
で
降
り
、
江
戸
に
親
書
を
届

け
る
と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
。

　

舟
運
で
栄
え
た
ま
ち
志
木
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
上
流
の
川
越
市
を
は
じ
め
と
す
る
河
岸

場
が
あ
る
所
と
連
携
し
て
、
舟
を
利
用
し
た

観
光
化
を
行
い
、
地
元
商
業
振
興
等
に
も
結

び
つ
け
れ
ば
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

◎
市
民
生
活
部
長

　

新
河
岸
川
に
設
置
さ
れ
た
船
着
き
場
を
利

用
し
、
手
こ
ぎ
舟
等
を
川
越
市
か
ら
志
木
市

ま
で
流
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
は
市

制
施
行
の
記
念
事
業
の
際
に
、
手
こ
ぎ
舟
や

葦
舟
を
浮
か
べ
、
志
木
の
舟
運
の
歴
史
を
し

の
ぶ
再
現
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
新
河
岸
川
に
は
、
時
期
に
よ
っ

て
は
河
川
水
量
の
増
減
幅
も
大
き
く
、
舟
底

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
教
科
書
選
定
に
つ
い
て

●
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
生
活
基
盤
の
改
善
に
つ
い
て

●
公
営
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

●
２
５
４
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度

に
つ
い
て

新
河
岸
川
舟
運
等
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
志
木
音
頭
・
志
木
お
ど
り
に
つ
い
て

●
改
正
道
路
交
通
法
一
部
施
行
に
つ
い
て

水谷 利美
日本共産党

鈴木 　潔
しきの会・平成

舟運の歴史がある新河岸川には、船着き場も
整備されました
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意
見
書

◉
小
山
幹
雄
議
員

　

町
内
会
役
員
の
年
齢
が
年
々
上
が
っ
て
い

る
。
私
の
住
む
町
内
会
を
例
に
挙
げ
る
と
、

会
長
や
理
事
等
の
役
員
は
ほ
ぼ
固
定
化
し
、

交
代
も
は
か
ど
ら
ず
、
年
齢
も
毎
年
上
が
っ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

地
域
の
核
で
あ
る
町
内
会
で
は
、
事
業
計

画
に
沿
っ
て
事
業
を
実
施
し
、
地
域
住
民
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
市
内
在
住
の
市
職
員
は
業

務
外
で
は
あ
る
が
、
町
内
会
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
内
会
役
員
と
し
て
町

内
会
を
支
え
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
す
る

と
い
う
精
神
が
よ
り
磨
か
れ
る
も
の
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
様
々
な
市
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、

地
域
の
人
材
発
掘
に
つ
な
が
る
情
報
が
期
待

さ
れ
、
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
者
が
広
が
る

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
町
内
会
に
参

加
す
る
職
員
間
で
各
町
内
会
の
状
況
も
共
有

で
き
、
町
内
会
活
動
も
活
性
化
す
る
と
思
わ

れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
内
在
住
職
員
は
町

内
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

◎
市
民
生
活
部
長

　

現
在
、
本
市
に
在
住
の
職
員
は
約
１
４
０

人
で
、
８
割
程
度
の
職
員
が
町
内
会
に
加
入

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
会
へ
未
加
入
の
職

員
か
ら
は
、
本
市
に
在
住
し
て
間
も
な
い
、

町
内
会
へ
加
入
し
て
地
域
貢
献
し
た
い
と
い

う
意
志
は
あ
る
が
、
き
っ
か
け
が
な
い
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
る
。

　

本
市
の
職
員
が
、
職
務
と
同
様
に
地
域
に

関
わ
り
地
域
の
一
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
力
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
職
員
に
町
内
会

へ
の
加
入
を
強

制
は
で
き
な
い

が
、
地
域
活
動

に
お
い
て
も
特

に
若
手
職
員
が

主
体
と
し
て
積

極
的
に
関
わ
る

よ
う
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
く
。

小山 幹雄
しきの会・平成

町
内
会
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
町
内
会
館
に
つ
い
て

●
交
通
問
題
に
つ
い
て

関
係
機
関
へ

２
つ
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

ヘイトスピーチ対策について法整備を含む
強化策を求める意見書

　近年、一部の国や民族あるいは特定の国籍の外国人を排斥する差別的言動（ヘイトスピーチ）が、
社会的関心を集めています。
　昨年、国際連合自由権規約委員会は、「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約（人
種差別撤廃条約）」上の人種差別に該当する差別的言動の広がりに懸念を示し、締約国である日
本に対し、このような差別的言動に対処する措置を採るべきとの勧告をしました。
　さらに、国際連合人種差別撤廃委員会も日本に対し、法による規制を行うなどのヘイトスピー
チへの適切な対処に取り組むことを強く求める勧告を行っています。
　最近では、京都地方裁判所及び大阪高等裁判所において行われた、特定の民族・国籍の外国人
に対する発言に関係する事件について違法性を認めた判決を、最高裁判所が認める決定を下しま
した。
　ヘイトスピーチは、社会の平穏を乱し、人間の尊厳を侵す行為として、それを規制する法整備
がされている国もあります。２０２０年には、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開
催されますが、ヘイトスピーチを放置することは国際社会における我が国への信頼を失うことに
もなりかねません。
　よって、国においては、表現の自由に十分配慮しつつも、ヘイトスピーチ対策について、法整
備を含む強化策を速やかに検討し実施することを強く求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
平成２７年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県志木市議会
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平成 27年第２回志木市議会定例会議案等一覧及び審議結果
平成27年６月２日・22日

議案等番号 件　　　　　　　　名 審議の
結果

採決の
状況

第27号議案 専決処分の承認を求めることについて
（平成26年度志木市一般会計補正予算（第 7号）） 原案承認 全会一致

第28号議案 専決処分の承認を求めることについて（志木市税条例等の一部を改正する条例） 原案承認 全会一致
第29号議案 専決処分の承認を求めることについて（志木市都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認 全会一致

第30号議案 専決処分の承認を求めることについて
（志木市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例） 原案承認 全会一致

第31号議案 平成27年度志木市一般会計補正予算（第 1号） 原案可決 全会一致
第32号議案 平成27年度志木市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
第33号議案 志木市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 賛成多数
意見書第１号 ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書（案） 原案可決 全会一致
意見書第２号 地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直しを求める意見書（案） 原案可決 全会一致

意見書第３号「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書（案） 原案否決 賛成少数

賛否の分かれた議案等の表決結果
議
案
等
番
号

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　議員名
　件名

高
浦
康
彦

水
谷
利
美

河
野
芳
徳

小
山
幹
雄

有
賀
千
歳

欠
員

吉
川
義
郎

西
川
和
男

内
山
純
夫

伊
地
知
伸
久

池
ノ
内
秀
夫

永
井
　誠

磯
野
晶
子

鈴
木
　潔

天
田
い
づ
み

討　論

第33号
議案

志木市介護保険条例の一部を改正する
条例

反
対
反
対
※

賛
成
賛
成 - 賛成

賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛成（内山）
反対（水谷）

意見書
第３号

「安全保障関連法案」の廃案を求める意
見書（案）

賛
成
賛
成

反
対
反
対 - 反対

反
対
反
対
反
対
反
対
反
対
反
対
反
対
賛
成反対（有賀）

 ※３番　河野芳徳議員は、議長のため議決に加わらず。

　　　地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直し
　　　を求める意見書
　今国会において「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が成立し、
国保の財政基盤の強化や都道府県による財政運営に向けて具体的な改革作業が始まるところである。
　国保改革に当たっては、国と地方の協議により、地方単独事業に係る国庫負担調整措置の見直しなどが今後の検
討課題とされたところである。
　一方、地方創生の観点から人口減少問題に真正面から取り組むことが求められており、全国の自治体では、単独
事業として乳幼児医療費の助成制度の拡充などに取り組む事例が多くみられる。
　さらに、平成２６年度補正で用意された国の交付金を活用し対象年齢の引き上げなどの事業内容の拡充に取り組
む自治体も報告されているところである。
　こうした状況の中で、全ての自治体で取り組まれている乳幼児医療の助成制度など単独の医療費助成制度に対す
る国の減額調整措置について、下記のとおり早急に見直しを行うよう強く要請する。

記
１．人口減少問題に取り組むいわゆる地方創生作業が進む中、地方単独事業による子ども等に係る医療費助成と国
　　保の国庫負担の減額調整措置の在り方について、早急に検討の場を設け、結論を出すこと。
２．検討に当たっては、少子高齢化が進行する中、子育て支援、地方創生、地域包括ケア等の幅広い観点から実効性あ
　　る施策を進めることが必要であり、そうした観点から子ども等に係る医療の支援策を総合的に検討すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
平成２７年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県志木市議会
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議会運営委員会ってなあに？

委員会ってなあに？

常任委員会ってなあに？

議長

議長

議長

さくらちゃん

カッピー＆志木あらちゃん

カパル

皆さんに、もっと市議会を身近に感じていただく
ため、市議会について、議長が、解説していくよ！

議会で取り扱う問題は、本会議で審議（議論）するよりも、
いくつかの部門に分けて詳しく審査をした方が効果的であ
るため、委員会が設けられています。
委員会には、常設されている常任委員会、議会運営委員会と
必要に応じて設置される特別委員会があります。

志木市議会では、総務、市民福祉、文教都市の３つの常任委員会を
設置しています。総務委員会では政策や財政など、市民福祉委員会
では市民生活や健康福祉など、文教都市委員会では都市整備や教
育などの分野について審査をしています。

議会が円滑に運営されるように、本会議が開かれる前に、会期日程・
議事日程の調整をはじめ、議会内の申し合わせの確認や議会運営
上のさまざまなルールづくりなどを行うのが議会運営委員会です。

会期日程(案）
平成 27年第 3回定例会

※日程は予定であり、変更になることがあります。
※開議は、午前 10 時からです。

月　　　　　日 会議の内容
８月 31 日（月） 開　　会
９月３日（木） 総括質疑
９月８日（火）～ 11 日（金） 常任委員会
９月 15 日（火）～ 17 日（木） 一般質問
９月 25 日（金） 閉　　会

教
え
て
！
議
長
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